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【補正予算（第４号）の主な緊急支援事業】
テレワーク等環境整備　……………	 1,620万円

サテライトオフィス整備　……………	 3,800万円

いきいきサロン感染症対策　…………	 445万円

フレイル予防高齢者外出支援　………	 500万円

公共施設等感染症対策　……………	 323万円

感染症対策実践事業者補助　………	1,000万円

賑わい創出拠点経営支援　…………	 1,500万円

小中学校空気清浄機整備　…………	1,220万円

《その他事業の補正総額》	 2億2,200万円
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請願第３号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をは

かるための、2021年度政府予算に係る意見

書採択の請願について

発議第２号 教 職 員 定 数 の 改 善 に 係 る 意 見 書

発議第３号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地

方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確

保を求める意見書の提出について

　
山
野
町
長
よ
り
招
集
さ
れ
た
臨
時
会
は
本
年
に

な
っ
て
既
に
３
回
目
と
な
り
、
何
れ
も
コ
ロ
ナ
禍

に
対
応
す
る
た
め
の
補
正
予
算
。

　
今
回
は
更
に
町
民
の
生
活
支
援
と
事
業
者
の
経

営
支
援
に
特
化
し
た
国
の
補
正
予
算
を
受
け
て
の

措
置
で
、
議
会
は
原
案
通
り
こ
れ
を
可
決
し
た
。

　
本
年
第
６
回
矢
掛
町
議
会
・
第
３
回
定
例
会
は

９
月
２
日
に
山
野
町
長
か
ら
招
集
さ
れ
、
同
15
日

ま
で
の
14
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

重
要
議
案
で
あ
る
令
和
元
年
度
決
算
ほ
か
、
上
程

さ
れ
た
議
案
全
て
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
開
催
の
臨
時

会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
大
型
補
正

予
算
の
１
議
案
の
み
で
総

額
２
億
２
２
０
０
万
円
。

　
町
独
自
の
緊
急
支
援
事

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
全
22
件
。
人
事

案
件
な
ど
本
会
議
で
採
決

さ
れ
た
案
件
を
除
き
そ
れ

ぞ
れ
の
議
案
は
所
管
す
る

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
は
今
定
例
会
で
３

業
と
し
て
編
成
さ
れ
た
予

算
内
容
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る「
新
し
い
生
活
様
式
」

へ
の
対
応
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
企
画
さ
れ
て
お
り

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

件
の
発
議
を
行
い
、
会
議

規
則
の
一
部
改
正
及
び
政

府
の
関
連
大
臣
に
宛
て
た

意
見
書
（
※
左
記
詳
細
）
の

提
出
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
各
委
員
長

か
ら
の
審
査
報
告
の
後
、

討
論
を
行
い
採
決
の
結
果

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

承
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

−第３回 −

定例会 まちづくり進める！
前年度決算・条例改正・補正予算…慎重審議

※
Ｐ
３
〜
Ｐ
６
に
決
算
関
連
、
Ｐ
７

　
〜
Ｐ
14
に
一
般
質
問
記
事
掲
載
。

◎議会は請願第３号を本会議採決で採択し直ちに本会
　議で発議（第２号）しました。その結果、賛成多数で
　本案を可決しました。

〈提出先〉衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　
　　　　　財 務 大 臣　総 務 大 臣　文部科学大臣

◎議会は岡山県町村議会議長会から発送された新型コ
　ロナウイルス感染症対策に関する特別要望に関して
　医療体制の確保はもとより、地方税収の大幅な減少
　に対する安定的な財政運営に資する財源確保につい
　ての意見書提出を発議（第３号）しました。その結果
　全会一致で本案を可決しました。

〈提出先〉衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　　財 務 大 臣　総 務 大 臣　厚生労働大臣
　　　　　経済産業大臣　内閣官房長官
　　　　　経済再生担当大臣
　　　　　まち・ひと・しごと創生担当大臣
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浅野議員

賛成

山野議員

賛成

石井議員

反対

山部議員

賛成

田中議員

賛成

髙月議員

賛成

花川議員

賛成

川上議員

賛成

原田議員

賛成

小塚議員

賛成

財
政
運
営
を
評
価
！

事
業
・
施
策
と
合
わ
せ
て
検
証

令
和
元
年
度
矢
掛
町
全
会
計

決
算
審
査

　
各
会
計
決
算
に
お
い
て
は

補
助
事
業
等
有
効
に
活
用
し

そ
れ
ぞ
れ
適
正
に
事
業
実
施

さ
れ
て
お
り
、
効
率
的
な
財

政
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
の
で
、
こ
の

決
算
を
認
定
す
る
。

　
災
害
対
策
費
が
大
勢
を
占

め
、
災
害
復
興
が
概
ね
完
了

し
た
。
そ
の
決
算
に
つ
い
て

は
今
後
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
の
足
が
か
り
の
決
算
で
も

あ
る
。
そ
の
上
で
一
般
会
計

ほ
か
全
会
計
を
認
定
し
た
。

　
当
初
予
算
で
計
画
さ
れ
た

災
害
復
旧
・
防
災
対
策
・
認

定
こ
ど
も
園
開
設
・
医
療
器

具
の
充
実
・
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
諸
施
設
や
、
省

エ
ネ
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
成
果
が
出
て
い
る
。

　
防
災
・
減
災
対
策
で
『
浸

水
防
止
の
排
水
ポ
ン
プ
設

置
・
更
新
』『
た
め
池
廃
止
』

等
で
町
民
が
安
心
で
き
た
。

災
害
復
旧
に
的
確
・
迅
速
に

取
り
組
ん
だ
決
算
内
容
を
高

く
評
価
し
認
定
し
た
。

　
財
政
の
健
全
化
と
経
費
全

般
の
節
減
合
理
化
を
基
調
に

「
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
　
か

い
て
き
で
　
げ
ん
き
な
ま

ち
」
を
目
指
し
住
民
生
活
に

密
着
し
た
各
種
施
策
と
予
算

執
行
が
評
価
で
き
る
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
対
前

年
比
歳
入
・
歳
出
と
も
減
少

し
て
い
る
が
平
成
30
年
災
害

に
対
す
る
事
業
が
ほ
ぼ
終
息

し
て
い
る
た
め
で
あ
り
適
正
。

特
別
会
計
、
企
業
会
計
と
も

に
問
題
な
く
、
賛
成
し
た
。

　
災
害
復
旧
と
平
行
し
て
認

定
こ
ど
も
園
開
設
や
賑
わ
い

振
興
そ
し
て
地
域
福
祉
等
へ

の
取
り
組
み
は
町
民
利
益
に

適
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上

で
の
「
健
全
な
財
政
運
営
」

を
評
価
し
た
。

　
矢
掛
町
と
、
筒
井
ア
ー
ク

と
シ
ャ
ン
テ
に
よ
る
古
民
家

再
生
宿
泊
施
設
の
際
限
な
い

拡
張
は
、
町
財
政
の
破
た
ん

を
招
き
か
ね
な
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
見
直
す
時

で
あ
る
。

　
全
体
的
に
不
用
額
が
多
い

こ
と
は
気
に
な
る
が
、
新
小

林
住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
、
ま
た
災
害
を
踏
ま
え

て
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、

危
険
た
め
池
の
廃
止
な
ど
評

価
す
る
。

　
防
災
避
難
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
を
町
内
全
域
に
配
置
。

災
害
復
旧
で
は
浸
水
対
策
事

業
で
町
の
安
全
性
の
向
上
。

　
子
育
て
支
援
事
業
等
で
も

計
画
通
り
実
施
さ
れ
た
決
算

内
容
で
あ
っ
た
。

説明責任を果たす…　 こ う し た 事 由 で 議 決 し ま し た！

　
議
会
は
９
月
定
例
会
恒
例
の
前
年
度

決
算
を
委
員
会
付
託
審
査
を
経
て
議
会

最
終
日
の
本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
は
３
日
間
に

わ
た
り
、
一
般
会
計
で
は
各
課
ご
と
に

実
施
さ
れ
た
事
業
の
検
証
を
行
い
予
算

執
行
が
適
正
で
あ
っ
た
か
否
か
、
ま
た

結
果
は
町
民
及
び
町
全
体
に
ど
う
い
う

結
果
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど
、
様
々
な

観
点
か
ら
内
容
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
特
別
会
計
・
事
業
会
計
（
公
営

企
業
）
の
審
査
で
は
各
会
計
の
財
務
状

況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
質
疑
応
答
を

行
い
、
結
果
を
次
年
度
の
運
営
に
反
映

し
て
行
く
よ
う
意
見
を
出
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
質
疑
・
討
論
を
経
た
後
、
賛

成
多
数
で
令
和
元
年
度
全
会
計
決
算
を

承
認
し
ま
し
た
（
※
本
ペ
ー
ジ
、各
議
員
の
表
決
参
照
）
。

※各会計の決算概要はＰ４〜Ｐ５をご覧ください。

決
算
監
査

監査委員さんに聞きました！

髙 月 恭 平 氏

　地方自治法の規定により令和元年度の矢掛町の決算書等を審査しました。

歳入については、町税の徴収率は前年を上回っており「徴収努力」は一定の評

価ができ、自主財源の増に向けて成果が現れています。

　歳出に関しては、議会の承認を経て事前に予算化されたものが忠実に執行

されており、また各事業の執行率についても特に問題ありませんでした。

　町財政の健全化比率は全ての基準をクリアーしており、企業会計も同様に

問題は認められず、町の財政状況は全く懸念ありませんでした。（取材日：９月23日）
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承
認

令和元年度
一
般
会
計

矢
掛
町
の
全
会
計
《
一
般
・
特
別
・
企
業
》
の
決
算
を
審
査

歳 出 歳 入

94
億
１
６
４
８
万
円

86
億
４
１
４
６
万
円

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
田
中
輝
夫
委
員
長
）

は
３
日
間

に
わ
た
り
、
令
和
元
年
度

全
会
計
決
算
認
定
の
集
中

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
黒
字
と
な

っ
て
お
り
、
財
政
調
整
基

金
へ
３
億
２
６
０
０
万
円

を
積
み
立
て
、
繰
越
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

差
額
は
６
億
５
３
３
３
万

１
千
円
で
し
た
。

　
企
業
会
計
で
は
、
事
業

年
度
後
半
に
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
た
病
院
事
業

が
赤
字
で
し
た
が
、
介
護

老
人
保
健
施
設
事
業
（
た
か

つ
ま
荘
）
、
水
道
事
業
、
下
水

道
事
業
は
い
ず
れ
も
黒
字

の
決
算
で
し
た
。

　
委
員
会
は
特
別
会
計
の

決
算
も
含
め
、
全
会
計
の

決
算
案
を
了
と
し
本
会
議

へ
送
り
ま
し
た
。

町 　 税
〔17.6％〕

歳 入
94億

1648万円

歳 出
86億

4146万円

地方譲与税ほか
〔1.9％〕

地方消費税交付金
〔2.6％〕

県支出金
〔4.5％〕

国庫支出金
〔9.4％〕

災害復旧費
〔4.5％〕

教 育 費
〔8.3％〕

消 防 費
〔3.3％〕

総 務 費
〔13.5％〕

衛 生 費
〔7％〕農林水産業費

〔4.3％〕

商 工 費
〔3％〕

民 生 費
〔27.2％〕

町 　 債
〔14.5％〕

諸支出金
〔4.0％〕

議 会 費
〔1.0％〕

繰 入 金
〔5.7％〕

繰 越 金
〔3.7％〕

諸 収 入
〔2.6％〕

地方交付税
〔32.6％〕

公 債 費
〔9.1％〕

分担金ほか
〔4.9％〕

依

存

財

源65
％

主
自

財
源

35
％

町民Ａ子さん

必
要
な
コ
ト
に
支
出

さ
れ
た
か
ど
う
か
が

カ
ギ
ね
！

※款別の内訳です

土 木 費
〔14.8％〕
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公表収支決算…我が町の運営状況は？！
　災害復旧を経て元号も変わり

町民の様々な『暮らし』の平常

化がカギであった令和元年度。

　一般会計をはじめ町の各会計

の決算審査の結果を報告します。

後期高齢者医療

歳入 2億2,306万円
2億2,037万円歳出

269万円収支差額

【特別会計】

病　院【企業会計】

歳入16億4,325万円
16億6,188万円歳出

1,864万円の赤字でした

国 民 健 康 保 険

歳入17億6,420万円
17億2,347万円歳出

4,073万円収支差額

【特別会計】

地 域 開 発 事 業

歳入 319万円
5万円歳出

314万円収支差額

【特別会計】
財産区（全 13区）

歳入 1,275万円
463万円歳出
812万円収支差額

【特別会計】

2,869万円の黒字!でした

水　道【企業会計】

歳入 3億1,873万円
2億9,003万円歳出

住宅新築資金等貸付

歳入 1,032万円
74万円歳出
958万円収支差額

【特別会計】

2,594万円の黒字!でした

下水道【企業会計】

歳入 8億2,935万円
8億 341万円歳出

介 護 保 険

歳入20億1,278万円
19億5,881万円歳出

5,397万円収支差額

【特別会計】

139万円の黒字!でした

介護老人　　　【企業会計】

歳入 2億9,519万円
2億9,380万円歳出

保健
施設

承
認

ぎかい君

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
解
説
！

　特別会計は一般会計から切り離し独立

して限定された目的のもと行う会計です。

病院事業は矢掛病院を、介護老人保健施

設事業はたかつま荘の運営を行います。

水道事業は安心安全な“上水”を供給する

事業、下水道事業は汚水を収集・処理し

て矢掛町域の“水質保全”を行う事業です。

※万円未満は四捨五入のため金額が一致しない場合があります。
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令
和
元
年
度
矢
掛
町
各
会
計
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
等
が
監
査
委
員
の
意
見
書
と

共
に
議
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

『
貯
金
』
と
も
言
え
る
基
金
の
期
末
現
在
高
や

様
々
な
指
標
か
ら
見
る
我
が
町
の
財
政
状
況
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

【 令 和 元 年 度 末 基 金 残 高 】

❶ 財 政 調 整 基 金　…　32億2,371万3,050円

❷ 減 債 基 金　…　12億3,353万6,967円

❸ 文教福祉施設整備基金　…　06億0,671万2,941円

❹ 地 域 福 祉 基 金　…　05億0,715万7,296円

❺ こ ど も み ら い 基 金　…　04億7,087万6,908円

❻ 賑わいのまちづくり基金　…　04億2,840万8,398円

❼ わことふるさと応援基金　…　02億8,119万4,846円

❽ スポーツ文化振興基金　…　02億2,393万4,634円

❾ 国民健康保険支払準備基金　…　02億0,108万8,246円

❿ 介護保険支払準備基金　…　01億9,751万0,622円

その他の基金（30基金）　…　11億8,163万7,872円

＊全40基金の期末残高＊　　　　 85億5,577万1,780円

実
質 赤 字 比 率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質 公 債 費 比

率

将
来
負
担
比
率

－ －

－

8.9

判 断
健全化

比　率

＊令和元年度　 決 算 認 定 に 関 連 す る 報 告 事 項 ＊

　歳出を町の人口で割った額で、
その前年平成30年度と比較すると
56,265円下がっています。

町民（人口）１人当たりの

《 歳 出 状 況 》

議 会 費 5,970円

総 務 委 96,212円

民 生 費 163,162円

衛 生 費 51,619円

農林水産業費 28,413円

商 工 費 18,994円

土 木 費 95,241円

消 防 費 22,257円

教 育 費 44,620円

災 害 復 旧 費 28,147円

公 債 費 55,429円

＊ 合 計 ＊ 610,063円

ぎかい君

　　左の図表は、

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」

によって“議会への報告と住民への公表”が

義務づけられている指標です。

　議会は執行部から、「当該年度の収支は黒字

であり健全な財務状況」と報告を受けました。

唯一、実質公債費比率が前年度よりわずかに

アップしていましたが、これは過疎債等の

償還が始まったことが主な事由であり、

今後この傾向は続きそうです。

　しかし各指標は全く問題なく

　　矢掛町の財政は、

　　“健全”でした！

町民Ａ子さん

町の歳出（支出）は

どうなっとるン？

ぎかい君

議会は「町民お一人当たりの額」に

換算した分析表の報告を受けました！

※円未満四捨五入のため金額は一致しません
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矢
掛
町
地
域
防
災
計
画
が

　
　
改
定
さ
れ
た
が
、
総
体
的

な
概
要
及
び
災
害
情
報
、
避
難

誘
導
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
の

避
難
確
保
計
画
の
作
成
義
務
化

な
ど
矢
掛
町
な
ら
で
は
の
計
画

項
目
・
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
一
昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害

を
経
て
、
岡
山
県
防
災
計
画
の

変
更
内
容
と
本
町
独
自
の
検
証

等
を
踏
ま
え
た
修
正
で
あ
る
。

　
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
で
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を
持

ち
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動

を
と
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
水
防
法
の
改
正
で
浸
水

想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
に
あ
る
要
配
慮
者
利
用
施

設
（
介
護
施
設
・
小
学
校
保
育
園
等
で
町
内
13
施
設
）

の
管
理
者
は
避
難
確
保
計
画
の

作
成
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　
本
町
独
自
の
対
策
と
し
て
は

戸
別
受
信
機
を
配
布
し
住
民
へ

の
情
報
伝
達
手
段
を
充
実
さ
せ

河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

矢
掛
放
送
で
放
映
し
て
い
る
。

　
　
『
自
助
・
共
助
・
公
助
』

　
　
の
観
点
か
ら
防
災
意
識
を

町
民
と
共
有
す
る
た
め
の
働
き

掛
け
や
取
り
組
み
、
ま
た
自
主

防
災
組
織
の
設
置
促
進
へ
の
見

解
と
そ
の
組
織
機
能
を
い
か
に

町
全
体
の
防
災
・
減
災
に
活
か

し
「
安
心
・
安
全
の
町
」
実
現

へ
働
き
掛
け
て
い
く
の
か
？

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
防
災
の
主
役
は
町
民
お
一

人
お
一
人
で
あ
る
。
ご
自
身
の

避
難
行
動
計
画
い
わ
ゆ
る
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
啓
発
に

努
め
る
。
一
番
重
要
な
共
助
の

強
化
・
重
層
化
で
防
災
・
減
災

力
が
飛
躍
的
に
上
が
り
そ
の
中

心
に
な
る
の
が
自
主
防
災
組
織

で
あ
り
今
後
そ
の
組
織
率
向
上

に
取
り
組
む
。
ま
た
国
・
県
等

行
政
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

情
報
収
集
と
研
究
を
重
ね
安
心

・
安
全
の
町
の
道
標
と
な
る
べ

く
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
提
案
と
し
て
女
性
の
視
点

　
　
に
よ
る
避
難
所
運
営
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で

矢
掛
町
な
ら
で
は
の
共
助
体
制

構
築
を
検
討
し
て
戴
き
た
い
。

細
や
か
な
気
遣
い
や
配
慮
と
工

夫
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
戴
き

全
町
内
で
共
有
す
れ
ば
自
分
事

と
し
て
防
災
・
減
災
へ
の
意
識

が
高
ま
り
安
心
・
安
全
の
町
の

実
現
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
ご
提
案
の
避
難
所
運
営
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、
緊
急
事
態
と

は
い
え
居
住
性
は
可
能
な
限
り

良
い
の
は
当
然
で
あ
り
要
配
慮

者
の
方
々
の
ご
意
見
も
戴
く
な

ど
調
整
し
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
も
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
行
政
と
し
て
の
義
務
的

な
行
動
計
画
は
し
っ
か
り
と
策

定
し
な
が
ら
も
、
町
民
に
向
け

て
は
身
近
な
自
助
・
共
助
の
意

識
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
企
画
検
討
し
て
戴
き
た
い
。

　
　
重
伝
建
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
）

　
　
選
定
に
つ
い
て
特
定
物
件

所
有
者
に
対
す
る
ケ
ア
は
ど
の

よ
う
に
図
ら
れ
て
い
る
の
か
？

　
　
教
育
課
長

　
　
修
理
事
業
は
補
助
率
10
分

の
８
以
内
・
限
度
額
８
百
万
円

で
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
非
課

税
で
土
地
は
２
分
の
１
以
内
の

減
免
制
度
。
修
景
事
業
は
補
助

率
10
分
の
６
以
内
・
限
度
額
４

百
万
円
で
土
地
の
み
５
分
の
１

の
減
免
制
度
。
補
助
限
度
額
は

申
請
１
件
当
た
り
の
限
度
額
で

同
一
建
築
物
に
対
し
何
度
で
も

申
請
が
可
能
な
補
助
制
度
。

　
　
対
象

　
　
地
区

内
の
物
件

所
有
者
の

内
諾
の
度

合
い
は
？

　
　
教
育

　
　
課
長

特
定
物
件

３
３
４
件

の
内
、
70

・
６
％
の
方

々
が
ご
同

意
下
さ
っ

て
い
る
。

自助・共助、町民主体の取り組みを！
　防災意識の醸成で安心・安全の町へ！

重要伝統的建造物群…歴史遺産を後世へ
　　　特定物件所有者へのケアの状況は？

提
言

質
す
！

花 川 大 志 議 員

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

ほぼ“江戸時代の地割り”を踏襲する
伝統的建造物群保存地区（11.5ha）
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企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　
行
政
が
施
策
・
事
業
を
計

画
し
た
時
に
は
賛
成
・
反
対
の

意
見
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
民
意

で
あ
る
。
三
谷
地
区
へ
の
企
業

誘
致
計
画
は
本
年
５
月
に
企
業

側
か
ら
の
撤
退
申
出
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
。
企
業
誘
致
は
地

域
の
雇
用
確
保
や
自
治
体
に
と

っ
て
税
収
増
並
び
に
人
口
減
少

抑
制
に
も
つ
な
が
る
。
事
業
内

容
に
よ
っ
て
は
環
境
衛
生
を
心

配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
企
業
誘
致
に
つ
い

て
以
下
の
こ
と
を
問
う
。

１
、
町
と
し
て
企
業
誘
致
の
方

向
性
に
変
更
は
な
い
の
か
。

２
、
地
域
説
明
会
の
優
先
順
は
。

３
、
誘
致
企
業
の
選
考
基
準
は
。

４
、
誘
致
特
別
委
員
会
等
の
設

置
は
必
要
か
。

５
、
誘
致
後
に
事
務
所
等
立
ち

入
り
検
査
は
実
施
す
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
企
業
誘
致
は
何
故
や
る
の

か
と
言
え
ば
、
財
源
・
雇
用
・

経
済
的
効
果
の
３
点
。
町
民
の

要
望
を
実
現
す
る
に
は
財
源
が

必
要
と
な
る
こ
と
。
地
元
の
人

の
雇
用
が
生
じ
る
こ
と
。
会
社

と
従
業
員
が
町
内
で
買
い
物
を

す
れ
ば
経
済
的
効
果
が
上
が
る

こ
と
で
あ
る
。
本
町
の
企
業
誘

致
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式

で
、
投
資
す
る
企
業
側
が
希
望

す
る
地
元
（
直
接
関
係
者
）と
合

意
す
れ
ば
、
法
的
手
続
き
後
に

計
画
が
進
ん
で
い
く
。

１
、
町
の
振
興
計
画
の
中
に
推

進
し
て
い
く
と
明
記
し
て
お
り

方
向
性
に
変
更
は
な
い
。

２
、
地
権
者
を
含
め
た
直
接
関

係
者
が
優
先
と
な
る
。
直
接
関

係
者
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
計

画
は
進
ま
な
い
。

３
、
本
町
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

方
式
で
あ
り
選
考
基
準
は
設
け

て
い
な
い
。

４
、
今
ま
で
設
置
し
た
こ
と
は

な
い
。
財
源
に
困
っ
て
い
る
町

等
は
何
を
求
め
て
い
く
か
、
ど

う
維
持
し
て
い
く
か
検
討
し
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

５
、
立
入
検
査
は
で
き
る
。
問

題
発
生
し
た
場
合
は
企
業
責
任
。

町
は
住
民
の
立
場
で
関
係
機
関

と
も
協
議
し
対
応
し
て
い
く
。

　
　
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
に
つ
い

　
　
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
会
議

や
研
修
会
の
受
講
形
態
に
も
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
三
密
を

避
け
、
離
れ
た
所
か
ら
研
修
で

き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
多
く

な
っ
た
が
、各
園
、小
中
学
校
、

学
童
ク
ラ
ブ
等
の
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

１
、
保
育
士
や
教
員
、
学
童
支

援
員
が
受
講
で
き
る
ネ
ッ
ト
環

境
整
備
の
進
捗
状
況
。

２
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

研
修
会
等
の
受
講
状
況
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
国
の
推
奨
す
る
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
実
践
例
に
も
、

働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と

し
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
テ

シ
ョ
ン
勤
務
」「
会
議
は
オ
ン
ラ

イ
ン
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
今
後

標
準
と
な
る
よ
う
本
町
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

１
、
各
学
校
や
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
の
ネ
ッ
ト
環
境
は
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
学
童
ク
ラ

ブ
は
未
整
備
な
の
で
、
今
回
の

補
正
予
算
で
整
備
す
る
よ
う
計

上
し
て
い
る
。

２
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
は

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
研

修
の
受
講
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
慣
れ
る
ま
で
は
役
場
会
議

室
で
実
施
し
て
い
る
。
各
学
校

に
つ
い
て
は
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
を
今
年
度

進
め
て
い
る
の
で
、
整
備
後
は

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
研
修
の
導

入
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
企
業
誘
致
は
地
元
住
民

へ
の
説
明
会
を
十
分
行
う
こ
と

が
必
要
。
町
の
公
共
施
設
に
も

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
を
望
む
。

企業誘致の施策・方針について
　産業振興であり地元住民への説明は十分に

公共施設のネット環境整備状況は
　　未整備の施設には早期整備を

田 中 輝 夫 議 員

質
す
！

ZOOM研修の様子

要
望

ｅラーニング
（electronic learning）
　インターネットを
利用した研修・学習
形態

Zoom
　パソコンやスマー
トフォンを使って研
修・会議等オンライ
ンで開催するため開
発されたアプリ

問

問

答

答
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笹
池
堤
体
管
理
の
主
体
は

　
　
ど
こ
な
の
か
を
問
う
。

平
成
26
年
３
月
22
日
に
運
動
公

園
が
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、

運
動
公
園
管
理
者
の
方
が
、
笹

池
堤
体
の
草
刈
り
を
実
施
し
て

い
た
が
、
３
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
、
半
分
の
駐
車
場
し
か
し
な

く
な
っ
た
。
笹
池
全
体
の
管
理

は
、
東
池
用
水
組
合
か
、
そ
れ

と
も
運
動
公
園
エ
リ
ア
内
に
あ

る
か
ら
運
動
公
園
管
理
者
か
問

う
。
ま
た
草
刈
り
の
管
理
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
問
う
。

　
　
教
育
課
長

　
　
笹
池
は
、
総
合
運
動
公
園

の
矢
掛
地
区
側
の
入
口
付
近
に

あ
り
、
昭
和
53
年
度
か
ら
運
動

公
園
野
球
場
な
ど
を
造
成
す
る

際
に
も
と
も
と
、
た
め
池
と
し

て
あ
っ
た
笹
池
を
調
整
池
と
し

て
指
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
笹
池
に
つ
い
て
は
、
以

前
は
、
笹
池
管
理
組
合
が
管
理

の
一
環
と
し
て
堤
防
の
草
刈
り

を
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
平
成

23
年
度
か
ら
運
動
公
園
の
管
理

者
が
常
駐
し
て
お
り
、
そ
れ
以

降
は
、
運
動
公
園
の
管
理
者
が

駐
車
場
周
辺
と
堤
防
の
駐
車
場

付
近
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る

の
が
現
状
と
思
う
。

　
た
め
池
の
管
理
に
関
し
て

は
、
一
般
的
な
管
理
は
代
表
者

を
含
む
地
元
の
方
た
ち
が
堤
防

や
水
路
の
清
掃
、
草
刈
り
、
用

水
、
樋
門
の
管
理
な
ど
、
た
め

池
に
か
か
る
全
般
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て

お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
た

め
池
全
般
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
他
の
た
め
池
同
様
、
地
元

の
方
で
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
　
笹
池
は
町
が
調
整
池
と
し

　
　
て
指
定
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
農
業
用
水
に
も
使
用
し
て
い

た
た
め
、
従
前
の
東
池
用
水
組

合
は
、
町
よ
り
委
託
を
受
け
草

刈
り
を
行
っ
て
い
た
。
運
動
公

園
が
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
、
当

時
の
東
池
用
水
組
合
に
運
動
公

園
管
理
者
か
ら
、
笹
池
堤
体
の

草
刈
り
を
行
う
と
連
絡
が
あ

り
、草
刈
り
を
行
っ
て
い
た
が
、

平
成
30
年
頃
急
遽
草
刈
り
を
中

止
し
た
。
指
定
管
理
者
で
あ
れ

ば
、
や
は
り
双
方
が
話
し
合
い

を
し
て
決
め
る
の
が
筋
と
思
う

が
再
度
こ
れ
を
問
う
。

　
　
教
育
課
長

　
　
た
め
池
の
管
理
は
地
元
が

行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、こ
の
笹
池
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
区
画
内
の
調
整
池
で

あ
り
な
が
ら
地
元
の
方
々
が
用

水
を
必
要
と
す
る
た
め
池
の
性

格
も
併
せ
て
持
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
面
か
ら
考
え
る
と
「
双

方
が
話
し
合
い
を
す
る
」
と
い

う
の
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
と
思

う
の
で
、
検
討
し
た
い
。

　
　
今
は
、
農
業
用
水
に
使
っ

　
　
て
な
い
た
め
池
の
廃
止
に

つ
い
て
問
う
。

　
以
前
は
農
業
用
水
に
使
用
さ

れ
、
今
は
、
土
地
利
用
の
変
化

な
ど
で
、
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
防
災
重
点
た
め
池
の
廃
止
に

つ
い
て
そ
の
概
要
を
問
う
。

　
　
建
設
課
長

　
　
現
在
、
本
町
で
た
め
池
台

帳
に
登
録
の
あ
る
た
め
池
は
１

６
５
池
で
、
そ
の
内
、
た
め
池

が
決
壊
し
た
場
合
、
家
屋
・
公

共
施
設
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
防

災
た
め
池
は
１
３
７
池
で
あ

る
。
既
に
受
益
者
も
な
く
日
常

管
理
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

た
め
池
も
存
在
し
て
お
り
、
た

め
池
18
カ
所
の
管
理
者
か
ら
た

め
池
廃
止
の
提
出
が
あ
り
、
町

と
し
て
、町
長
の
指
示
の
も
と
、

昨
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
た
『
農

業
水
路
等
長
寿
命
化
防
災
減
災

事
業
』
に
着
手
し
補
助
要
件
に

該
当
す
る
９
池
に
対
し
て
工
事

を
実
施
す
る
。

小 塚 郁 夫 議 員

運動公園のエリア笹池堤体管理を問う
　　町の調整池・農業用水にも使用

防災重点ため池の廃止について問う
　　現在受益者もいないため池

質
す
！

問

問

問

答

答

答

笹池堤体
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

　
　
後
、
修
理
が
必
要
だ
っ
た

た
め
池
は
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の

か
。
現
時
点
で
も
修
理
の
必
要

な
た
め
池
は
ま
だ
あ
る
の
か
。

た
め
池
廃
止
事
業
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
そ
の
採
択
要
件
は
？

　
　
建
設
課
長

　
　
当
時
た
め
池
台
帳
に
登
録

の
た
め
池
は
１
６
２
池
。
点
検

の
結
果
１
３
５
池
が
異
状
な
く

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
小

規
模
損
傷
が
27
池
。
そ
の
内
５

池
の
修
復
が
完
了
し
て
お
り
現

在
修
復
の
必
要
な
た
め
池
は
な

い
。
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
（
た
め
池
廃
止

事
業
・
左
記
採
択
要
件
参
照
）

と
地
元
負
担
金
の
必
要
な
小
規

模
土
地
改
良
事
業
・
自
然
災
害

等
対
策
事
業
が
あ
る
。

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業
（
た
め
池
廃
止
事
業
）

は
採
択
要
件
の
全
て
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
　
矢
掛
町
の
災
害
対
策
本
部

　
　
は
い
つ
の
時
点
で
設
置
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
防
災
対
策
室

を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
備
品

や
人
員
の
配
置
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
矢
掛
町
地
域
防
災
計
画
で

は
町
内
の
全
部
、
又
は
一
部
に

発
生
及
び
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
災
害
予
防
及

び
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
得
る
と
き
、
非
常
体
制
と
し

て
町
長
が
設
置
す
る
。
基
準
と

し
て
は
『
暴
風
・
大
雨
・
洪
水

の
警
報
』
又
は
『
大
雨
特
別
警

報
』
が
発
令
さ
れ
大
規
模
な
災

害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
と
き

或
い
は
警
報
発
令
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
災
害
が
発
生
し
て

又
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
、
特

に
災
害
応
急
対
策
実
施
の
必
要

が
あ
る
と
き
な
ど
に
設
置
す
る
。

　
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

る
と
、
役
場
庁
舎
２
階
に
あ
る

会
議
室
を
本
部
室
と
し
て
、
情

報
が
集
約
で
き
る
テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
配
置
し

そ
こ
に
本
部
長
以
下
、
各
部
長

等
が
常
駐
し
、
地
図
や
様
々
な

情
報
を
確
認
し
な
が
ら
随
時
対

応
し
、
そ
の
対
策
を
各
部
へ
出

せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
ま
た
本
部
と
同
じ
階
の
会
議

室
を『
電
話
対
応
室
』と
し
て
８

機
程
度
の
電
話
を
ま
と
め
、
職

員
を
配
置
し
連
絡
を
受
け
て
そ

の
情
報
を
本
部
室
へ
持
ち
込
む

流
れ
を
計
画
し
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
時
、
迅
速
・
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
て
い
く
予
定
。

　
　
矢
掛
町
の
小
・
中
学
校
で

　
　
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
課
長

　
　
学
校
生
活
の
中
で
密
に
な

る
場
合
は
非
常
に
多
く
、
１
人

で
も
発
生
す
る
と
ク
ラ
ス
全
体

に
広
が
る
集
団
感
染
、
い
わ
ゆ

る「
ク
ラ
ス
タ
ー
」に
な
る
可
能

性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
状
況
下
、
感
染
対
策

の
面
か
ら
言
う
と
、
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
う
が
い
の
励
行
、

家
庭
で
の
検
温
、
室
内
換
気
、

消
毒
の
徹
底
、
ま
た
児
童
生
徒

同
士
の
距
離
を
広
く
取
る
な
ど

基
本
的
な
感
染
対
策
に
徹
底
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
内

の
消
毒
に
つ
い
て
は
、
給
食
時

の
机
、
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ

類
な
ど
大
勢
の
者
が
触
る
箇
所

は
当
然
消
毒
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
ボ
ー
ル
や
ミ
シ
ン
等
、
授

業
に
お
い
て
共
用
と
な
る
も
の

に
つ
い
て
消
毒
を
行
っ
て
い
る
。

矢掛町の災害後の『ため池の状況』について問う！
　　新設される矢掛町の『対策本部』の概況は？

矢掛町の小・中学校のコロナ対応の現況を問う！
　　学校ごとの対応や教員の負担はどういう状況か？

髙 月 敏 文 議 員

質
す
！

問

問

問

答

答

答

農業水路等長寿命化・防災
減災事業（ため池廃止事業）

【採択要件】

❶防災重点ため池であること

❷決壊した場合人家や公共施

　設等の想定被害が500万円

　以上

❸廃止に伴い水路等の施設整

　備を伴うもの

❹埋め立てによる土地造成（堤

　体の損削に伴う発生土のみで埋め立てる

　場合を除く）を行わないもの

❺地方公共団体は廃止後の対

　応方法（維持管理・見回り・異状時の対応）

　を作成

❻「農業用のため池」のみを

　対象
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旧
矢
掛
商
業
高
校
跡
の
利

　
　
活
用
に
つ
い
て

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
18
年
の

閉
校
後
、町
が
敷
地
を
購
入
し
、

建
物
の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
。

現
在
ま
で
に「
バ
ー
ト
」が
約
３

年
間
一
括
使
用
し
て
い
た
が
、

町
民
に
と
っ
て
の
有
効
活
用
が

な
さ
れ
ず
撤
退
し
た
。

現
在
は「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」が
２
棟
あ
る

校
舎
の
１
棟
の
１
部
屋
だ
け
使

用
し
て
い
る
が
、
新
た
に
整
備

を
進
め
て
い
る
古
民
家
施
設
の

完
成
を
機
に
、
来
年
度
そ
こ
に

事
務
所
を
移
転
す
る
予
定
の
た

め
、再
び
空
き
家
状
態
に
な
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
使

用
形
態
を
含
め
、
今
後
の
利
活

用
の
方
針
を
問
う
。

　
　
企
画
財
政
課
長

　
　
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な

利
用
計
画
は
な
い
が
、
県
と
の

交
渉
の
中
で
、
公
共
・
公
益
事

業
と
み
な
し
、
用
途
に
制
限
が

な
い
形
で
の
貸
与
が
可
能
と
の

提
案
を
引
き
出
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
早
急
に
具
体
的
な
利
活

用
の
検
討
を
行
う
。

　
　
町
　
長

　
　
過
去
の
経
緯
の
中
で
、
二

つ
の
事
業
が
継
続
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
申
し
訳
な
く
残
念
で

あ
っ
た
が
、
福
祉
学
園
誘
致
の

過
程
で
、
国
の
全
額
補
助
で
南

棟
の
耐
震
化
が
で
き
た
。
ま

た
、
バ
ー
ト
が
５
千
数
百
万
円

か
け
、
北
棟
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
分
割
使
用
に
よ
る
住
民
使

用
に
と
言
う
こ
と
だ
が
、
住
民

で
の
管
理
は
大
変
だ
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

議
会
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
、
企
業
の
考
え
方
も

変
化
す
る
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ

ン
ス
を
狙
い
、
事
務
局
も
早
期

の
利
活
用
に
向
け
、
行
動
を
起

こ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
及
び
収
束
後
の

　
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
、
平
成
27
年
度
を

観
光
元
年
と
位
置
付
け
、
や
か

げ
町
家
交
流
館
の
開
館
を
皮
切

り
に
宿
泊
施
設
の
整
備
等
、
観

光
面
に
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
影
響
は
本
町
で

も
例
外
で
は
な
い
。
来
年
度

オ
ー
プ
ン
予
定
の
道
の
駅
・
古

民
家
施
設
・
無
電
柱
化
し
た
市

街
地
な
ど
の
観
光
資
源
を
活
か

す
た
め
、
観
光
客
に
対
し
て
の

感
染
症
対
策
及
び
観
光
振
興
を

ど
う
図
っ
て
行
く
の
か
を
問
う
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
本
年
７
月
ま
で
の
観
光
客

数
は
、
昨
年
比
17
％
減
の
約
13

万
３
千
人
で
、
そ
の
内
の
約
２

割
が
県
外
か
ら
の
方
と
推
計
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
観
光
客
に
対
し
て

の
感
染
症
対
策
は
観
光
庁
の
指

針
に
よ
り
注
意
喚
起
を
促
す
と

共
に
、
受
け
入
れ
側
と
し
て
は

補
助
制
度
を
活
用
し
、
様
々
な

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
構
築

し
て
い
け
る
よ
う
周
知
・
啓
発

を
図
る
。
ま
た
、
新
た
な
観
光

資
源
も
活
用
し
、
県
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・

商
工
会
・
観
光
事
業
者
等
と
連

携
し
、
コ
ロ
ナ
禍
及
び
収
束
後

の
観
光
振
興
を
図
る
。

　
　
町
　
長

　
　
国
の
方
針
、
そ
し
て
県
の

指
導
を
受
け
る
中
で
、
対
策
本

部
並
び
に
関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
支
援
を
行

い
、
観
光
振
興
を
図
っ
て
行
き

た
い
。

原 田 秀 史 議 員

再度、旧矢掛商業高校跡地の利活用を問う
　　町民との合意形成の中での早期利活用を !

コロナ禍、及び収束後の観光振興を問う
　　観光動向を捉え、新たな観光資源による戦略を

質
す
！

マ
ス
ク
姿
で
買
い
物
す
る

日
曜
朝
市
の
風
景

問

問

答

答

答

答

早期の活用が期待される旧矢商
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矢掛町職員の時間外並びに休暇取得について
　　職員の人員確保を早急に実施されたい

第二波コロナ対策はどこまで完了しているか
　　感染者の誹謗中傷がないように町長から

川 上 淳 司 議 員

質
す
！

　
　
職
員
の
時
間
外
及
び
、
パ

　
　
ソ
コ
ン
の
ロ
グ
の
状
況
、

並
び
に
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
管

理
、
代
休
並
び
に
有
給
休
暇
の

取
得
状
況
及
び
36
協
定
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施

行
に
伴
い
、
時
間
外
勤
務
に
時

間
の
上
限
を
設
定
し
、
積
極
的

に
年
次
休
暇
取
得
を
推
進
し
て

い
る
。
現
状
、
パ
ソ
コ
ン
の
ロ

グ
を
退
庁
時
間
の
把
握
に
利
用

し
て
い
な
い
。
昨
年
度
の
職
員

の
休
暇
の
取
得
状
況
は
、
有
給

休
暇
は
行
政
職
一
人
当
た
り
平

均
８
・
５
日
、
振
替
休
暇
に
つ

い
て
は
振
替
時
間
数
の
平
均
約

７
割
を
取
得
し
て
い
る
。
36
協

定
を
締
結
し
て
い
る
施
設
は
、

認
定
子
ど
も
園
、
３
保
育
園
、

矢
掛
寮
、
矢
掛
病
院
、
た
か
つ

ま
荘
の
７
施
設
が
あ
る
。
毎
年
、

労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
し
て

い
る
。
地
方
公
務
員
は
時
間
外

勤
務
、
休
日
労
働
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
36
協
定
を

締
結
し
て
い
な
い
。

　
　
第
二
波
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

　
　
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
、

矢
掛
町
は
分
散
業
務
を
考
え
て

い
る
か
。
次
に
、
矢
掛
町
で
発

生
し
た
場
合
に
、
病
院
で
の
受

入
れ
体
制
、
受
入
れ
人
員
、
又

矢
掛
町
で
発
生
し
た
軽
症
者
の

受
け
入
れ
は
ど
こ
で
行
い
、
軽

症
者
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、
個

人
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、

分
散
業
務
を
今
後
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
や
、
や
か
げ
文

化
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
へ
職
員

が
分
散
業
務
が
で
き
る
よ
う
、

来
月
以
降
の
運
用
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　
矢
掛
病
院
事
務
長

　
　
矢
掛
病
院
で
は
外
来
等

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
陽
性
の
判
定
が
出
た

こ
と
は
な
い
。
仮
に
矢
掛
町
で

感
染
者
が
発
生
し
て
も
、
制
度

上
矢
掛
病
院
に
直
接
入
院
と
い

う
こ
と
は
、現
段
階
で
は
な
い
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
矢
掛
町
で
軽
症
の
患
者
が

発
生
し
た
場
合
、
対
応
は
管
轄

の
保
健
所
（
備
中
保
健
所
の
井

笠
支
所
）が
行
う
。
軽
症
者
は
、

宿
泊
療
養
施
設
で
の
対
応
を
行

う
。
宿
泊
療
養
施
設
へ
の
移
動

方
法
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
対

応
と
な
り
、
本
人
に
よ
る
移
動

が
困
難
で
あ
る
と
保
健
所
が
判

断
し
た
場
合
に
は
保
健
所
が
対

応
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
防
御
を
整
え
て
、
不
幸
に

　
　
も
感
染
さ
れ
た
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
っ
た
体
制
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
先
決
だ
。
コ
ロ
ナ

患
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
が
多

く
あ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
町
　
長

　
　
厳
し
い
管
理
の
も
と
に
生

活
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

町
民
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
も
し
、
矢
掛
町

か
ら
感
染
者
が
出
た
ら
、
一
番

に
誹
謗
中
傷
を
し
な
い
よ
う
に

町
民
に
呼
び
掛
け
た
い
。
今
後

も
、
一
緒
に
し
っ
か
り
と
そ
の

啓
発
活
動
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
時
間
外
は
、
必
要
人
員

の
目
安
と
民
間
会
社
は
判
断
す

る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
で
不
足
人

員
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
、
必

要
な
人
員
を
早
急
に
確
保
さ
れ

た
い
。
分
散
業
務
が
行
え
る
こ

と
は
、
町
民
生
活
に
お
い
て
、

あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
い

る
。
誹
謗
中
傷
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
で
考
え
て
頂
き
た
い
。

提
言

問

問

問

答

答答

答答

役場庁舎
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権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設

　
　
置
目
的
に
つ
い
て
問
う
。

　
今
年
４
月
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。

　
開
設
の
法
的
な
位
置
づ
け
、

ま
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
役
割

分
担
、
そ
し
て
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
よ
り
社
協
に
委
託
さ

れ
た
経
過
及
び
理
由
、
ま
た
町

直
轄
に
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

　
　
小
川
保
健
福
祉
課
長

　
　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
法

的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
明

確
に
法
令
の
規
定
は
な
い
が

「
成
年
後
見
制
度
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
第
23
条
及
び
同
条

２
条
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
。

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
分

担
は
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
は
成

年
後
見
制
度
及
び
相
談
窓
口
の

周
知
・
啓
発
や
相
談
受
付
、
町

民
後
見
人
の
活
動
支
援
等
を
主

に
行
う
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
含
む
行
政
は
、
支
援
方

針
の
検
討
・
決
定
・
首
長
申
立

の
判
断
、
実
施
等
の
行
政
と
し

て
の
最
終
責
任
を
負
う
。

　
ま
た
、
社
協
に
委
託
し
た
も

の
で
な
く
社
協
の
定
款
に
基
づ

い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設

置
の
経
過
は
昨
年
度
「
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員

会
」
を
設
置
し
て
関
係
者
に
委

員
を
頼
み
全
部
で
７
回
の
会
議

を
開
い
て
検
討
し
た
。

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
社
協

に
設
置
し
た
主
な
理
由
は
成
年

後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
を
総
合
的
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び

　
　
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル

事
業
に
つ
い
て
問
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
な
り

『
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す

べ
き
17
の
目
標
』
を
指
す
。
つ

ま
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
住
民
、
事
業

者
、
行
政
、
学
校
等
な
ど
の
立

場
や
組
織
を
越
え
、
さ
ら
に
産

業
、
環
境
、
教
育
、
医
療
、
福

祉
防
災
等
の
領
も
超
え
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
地
域
の
未
来
を

実
現
す
る
た
め
の
活
動
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に

１
６
９
の
具
体
的
な
目
標
が
あ

る
。
何
れ
に
し
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す
た

め
の
国
際
社
会
共
通
の
目
標
と

言
え
る
。
自
治
体
と
し
て
の
取

り
組
み
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
、
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル

事
業
が
あ
る
。

　
県
内
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
が
あ
る
が
当
町
で
も
検

討
し
た
ら
と
思
う
見
解
を
問
う
。

　
　
松
嶋
企
画
財
政
課
長

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
は
内

閣
府
が
原
則
30
の
都
市
を
選
定

す
る
。
２
０
１
８
年
は
29
、
２

０
１
９
年
は
31
、
２
０
２
０
年

は
30
都
市
選
ば
れ
た
。

　
そ
の
中
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
向
け
て
優
れ
た
提
案
を
行
っ

た
10
の
自
治
体
を
「
自
治
体
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て

選
定
。
最
大
４
０
０
０
万
円
の

補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
岡
山
市
が
未
来
都
市
、
真
庭

市
、
西
粟
倉
村
、
倉
敷
市
が
モ

デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。
人
口
減
少
、
過
疎
化
が
進

む
地
域
で
は
、
地
方
創
生
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
人
々
が
将
来

に
向
か
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
基
盤
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
選
定
へ
の
挑

戦
も
地
方
創
生
へ
向
か
う
大
き

な
道
し
る
べ
と
な
る
可
能
性
も

十
分
あ
る
。

　
マ
ン
パ
ワ
ー
を
含
め
大
き
な

労
力
を
要
す
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
も
一

つ
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
た
い

と
思
う
が
そ
れ
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
、
地
方
創
生
に
向
け
て

そ
れ
以
外
の
事
業
も
含
め
て
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

問

答

答

17
の
目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
右
の
よ
う
な

ア
イ
コ
ン
で
示
さ
れ
る
。

浅 野　 毅 議 員

権利擁護センターについて
　　地域包括との関連、役割分担

SDGs の取り組みについて問う
　　SDGs（未来都市・モデル事業）

質
す
！
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コロナ対策・希望者にPCR検査のできる体制を
　　バートに5,417万9千円の返還請求を

土地開発公社の定款違反では？すぐに兼職をやめては？
　災害対応・おととしの反省を生かし、町民とともに

石 井 信 行 議 員

質
す
！

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
Ｐ
Ｃ

　
　
Ｒ
検
査
を
。

　
医
療
崩
壊
・
介
護
崩
壊
が
懸

念
さ
れ
る
。
医
療
従
事
者
・
介

護
従
事
者
・
福
祉
従
事
者
及
び

入
院
患
者
・
入
所
者
・
福
祉
施

設
利
用
者
に
、
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
中
学
校
の
園
児
・
児
童

生
徒
・
教
育
従
事
者
に
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
で
き
る
体
制
を
作
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
国
・
県
の
方
針
に
従
っ
て

や
る
。
感
染
の
疑
い
が
あ
れ

ば
、
一
般
の
患
者
と
は
別
ル
ー

ト
で
、
検
査
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
心
配
な
方
は
病
院

で
診
療
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
バ
ー
ト
に
５
４
１
７
万
９

　
　
千
円
の
返
還
請
求
を
。

　
６
月
議
会
で
も
３
月
議
会
と

同
じ
く
、
バ
ー
ト
問
題
は
解
決

済
み
と
し
て
答
弁
が
無
か
っ
た

の
で
、
再
度
お
尋
ね
す
る
。
町

長
は
、
バ
ー
ト
に
防
災
ア
プ
リ

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
い
つ
、
ど
ん
な
も
の

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
か
、
作

動
確
認
は
し
た
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
平
成
29
年
８
月
22
日
。

　
　
副
町
長

　
　
平
成
29
年
８
月
に
町
長
が

確
認
し
た
ア
プ
リ
、
そ
の
あ
と
、

総
務
企
画
課
が
検
査
し
た
の
は

変
更
後
の
ア
プ
リ
に
な
る
。
実

績
報
告
で
変
更
し
た
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
変
更
後
の

ア
プ
リ
を
確
認
し
た
。
変
更
前

ア
プ
リ
の
支
払
い
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

保
留
に
し
て
い
た
。

　
　
　
８
月
22
日
に
確
認
し
た

と
言
う
が
、
11
月
27
日
付
け
で

は
、
防
災
ア
プ
リ
が
計
画
し
た

も
の
と
違
う
と
書
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
変
更
後
の
ア
プ
リ

と
ど
う
し
て
言
え
る
の
か
。
そ

れ
は
２
年
前
の
話
で
、
解
決
し

た
と
い
う
の
は
、
昨
年
の
12
月

だ
。
し
か
も
、
出
さ
れ
た
文
書

は
、
３
月
議
会
で
触
れ
た
よ
う

に
、
矢
掛
町
と
も
バ
ー
ト
と
も

無
関
係
の
文
書
だ
。
金
額
の
整

合
性
も
な
い
。
バ
ー
ト
に
補
助

金
の
５
４
１
７
万
９
千
円
を
返

還
請
求
す
べ
き
だ
。

　
　
土
地
開
発
公
社
の
定
款
違

　
　
反
問
題
。

　
土
地
開
発
公
社
の
理
事
に
２

年
間
任
期
の
辞
令
が
発
令
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
常
任
理
事
と

解
さ
れ
る
と
、
法
律
関
係
者
の

見
解
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
営
利

を
目
的
と
し
た
団
体
の
理
事
の

兼
務
を
禁
止
し
た
土
地
開
発
公

社
の
定
款
12
条
に
該
当
す
る
。

町
長
は
直
ち
に
土
地
開
発
公
社

も
し
く
は
や
か
げ
宿
の
ど
ち
ら

か
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
う
ち
の
場
合
は
、
非
常
勤

理
事
だ
。
私
は
非
常
勤
理
事
。

公
社
の
理
事
は
み
ん
な
非
常
勤

だ
。
勘
違
い
だ
。

　
　
　
２
年
任
期
の
役
職
が
発

令
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
常
任
理

事
と
呼
ば
れ
る
。
12
条
に
該
当

す
る
。
ど
ち
ら
か
を
や
め
る
べ

き
だ
。

　
　
災
害
対
応
は
、
お
と
と
し

　
　
の
反
省
を
生
か
し
、
町
民

と
と
も
に
水
害
時
、
湛
水
防
除

管
理
者
・
水
門
管
理
者
と
災
害

対
策
本
部
、
各
避
難
所
と
本
部

と
は
、
双
方
向
で
連
絡
が
取
れ

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
、
各

自
主
防
災
組
織
が
要
望
す
れ

ば
、一
時
避
難
所
は
認
め
ら
れ
、

緊
急
避
難
物
資
の
備
蓄
は
可
能

に
な
る
か
。

　
　
建
設
課
長

　
　
湛
水
防
除
・
水
門
と
も
連

絡
の
取
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い

る
。

　
　
総
務
防
災
課
長

　
　
避
難
所
と
本
部
は
、
常
に

連
絡
が
取
れ
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
自
治
会
や
町
内
会
の
集

会
所
を
一
時
避
難
所
と
し
て
申

請
し
、
指
定
さ
れ
れ
ば
、
毛
布
・

食
料
・
水
を
備
蓄
品
と
し
て
配

備
す
る
。

提
言

提
言

問問

問

問

答

答答

答

答答
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令和２年９月３日：第３回定例会 《一般質問を傍聴された皆さん》

議会傍聴見聞録 〜議事堂から〜
執行機関と議決機関が一堂に会する定例会〈本会議・委員会〉へ傍聴に来場された
町民の方々からのコメントを紹介し行政・議会への関心・見える化を推進します。

議

会

傍

聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
定
例
会
本
会
議
や
常
任
委
員
会
は
ど
な
た
で
も

　
傍
聴
が
可
能
で
す（
お
子
様
連
れ
も
可
能
）。

総
務
文
教
・
産
業
福
祉
両
常
任
委
員
会
の
傍
聴

に
関
し
て
は
委
員
長
の
許
可
が
必
要

プ
ラ
カ
ー
ド
・
カ
メ
ラ
・
そ
の
他
録
音
機
等
、

器
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

拍
手
・
発
言
談
論
は
不
可
。
た
だ
し
緊
急
的
な

途
中
退
室
及
び
入
室
は
可
能
で
す

※※ 注
本

会

議

一
般
質
問

○
定
例
会
開
催
期
間
中
は
庁
舎
３
階
に
あ
る
議
会

　
　
　

　
事
務
局
が
受
付
窓
口
で
す
。

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

＊お問い合わせ＊

矢掛町議会事務局

☎ 8 2 - 1 1 1 9

皆
さ
ん
の
お
声
を
ぜ
ひ
お
届
け
い
た
だ
き
た
く

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
の
受
付
窓
口

と
し
て
、
議
会
直
結
の
『
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
を

開
設
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

矢
掛
町
議
会
は

を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
議
会

☆
フ
ァ
ッ
ク
ス
専
用
⇨(

８
２
）
９
０
２
０

＊
訂
正
と
お
詫
び
＊

　第
18
号
Ｐ
12
の
議
会
秩
序

保
持
特
別
委
員
会
の
文
章
中

３
段
目
８
行
に
「
地
方
自
治

法
第
１
１
０
条
」
と
あ
り
ま

す
が
、
正
し
く
は
『
地
方
自

治
法
第
１
０
９
条
』
で
す
。

　慎
ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ご寄稿いただいた町民の皆様
には心から感謝致します。
　ご投稿の内容については委員
会として調査しております。
　多少の誤解もあるようですが
委員会は皆様の疑問点について
今後も精査を続けて参ります。

　
９
月
議
会
の
町
長
発
言
の
中
で
中
国
精
油
が
横
谷
地
区
小
田
川
に
隣
接
す
る
水
田
（
１
万
３
千

２
百
坪
）に
計
画
し
て
い
た
化
学
工
場
計
画
を
撤
退
し
た
事
に
関
し
て
「
住
民
の
反
対
署
名
活
動
に

強
引
さ
が
あ
っ
た
」又「
矢
掛
町
へ
転
入
し
て
来
た
若
者
が
中
国
精
油
へ
就
職
希
望
だ
っ
た
の
に
残

念
と
言
っ
た
」
と
か
、
こ
の
案
件
は
矢
掛
町
内
・
外
の
住
民
か
ら
の
反
対
署
名
（
４
６
５
３
名
）
の

多
さ
に
会
社
側
が
驚
い
て
今
年
５
月
12
日
に
矢
掛
町
へ
進
出
撤
退
を
通
知
し
５
月
20
日
の
議
会
で

町
長
自
ら
報
告
済
み
の
件
。
そ
れ
を
９
月
議
会
で
言
及
す
る
と
は
こ
ん
な
恨
み
言
を
議
会
で
言
う

よ
り
矢
掛
町
内
に
は
も
っ
と
大
事
な
事
が
山
積
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
鳴
り
物
入
り
で
導
入

し
よ
う
と
し
た
防
災
ア
プ
リ
の
件
５
千
万
円
余
り
の
損
失
が
町
に
発
生
し
て
い
る
と
聞
く
が
納
得

の
い
く
説
明
が
い
ま
だ
無
い
と
は
い
か
が
な
も
の
か
。

《
横
谷
地
区
》　
佐
　
藤
　
精
　
治
　
さ
ん

○
町
長
は
土
地
開
発
公
社
定
款
に
違
反
し
て

お
り
、
理
事
長
の
職
に
つ
け
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。

○
バ
ー
ト
の
防
災
ア
プ
リ
が
出
来
て
い
な
い

こ
と
が
町
長
の
矛
盾
し
た
答
弁
で
判
明
し
た

○
町
が
㈱
シ
ャ
ン
テ
に
対
し
１
７
５
０
万
円

の
根
拠
の
な
い
支
出
を
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。《

矢
掛
地
区
》  

桑  

木  

道  

夫  

さ
ん

　
企
業
誘
致
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
町
長
は
３
点
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
候
補
の
企
業
名
が
あ
が
っ
た

時
点
で
は
具
体
的
な
試
算
を
明
確
に
示
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
一
般
論
・
原
則
論
か
ら

踏
み
込
め
ば
、
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
期
待

で
き
そ
う
に
な
い
か
ら
原
則
論
で
止
め
て
い

る
の
で
は
？
と
疑
心
暗
鬼
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

《
三
谷
地
区
》  

福  

田  

京  

子  

さ
ん
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議
員
は
行
政
に
不
審
が
あ
れ
ば

何
を
問
う
て
も
問
題
な
く
、
町
民

を
代
理
し
て
疑
義
を
晴
ら
す
た

め
権
能
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
協
議
の
中
で
「
言
う
べ
き

こ
と
は
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
、
申
入
書
が

提
出
さ
れ
た
事
例
（
前
号
参
照
）

に
つ
い
て
も
「
開
示
請
求
に
よ
っ

て
得
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
公
表
し
て
問
題
な
い
」
と

の
見
解
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
委
員
会
で
は
疑
義
を
質
す
た
め

の
文
言
引
用
と
そ
の
根
拠
、
及
び

説
明
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
そ
れ
は
申
入
書
の
趣

旨
で
あ
る
「
入
札
に
お
け
る
官
製

談
合
の
疑
い
の
根
拠
を
示
せ
」
と

い
う
こ
と
に
対
す
る
議
会
秩
序
の

在
り
方
で
あ
り
、
委
員
長
は
こ
れ

に
つ
い
て
意
見
集
約
を
行
っ
た
。

た
だ
単
に
疑
義
を
質
す
だ
け
な
ら

「
官
製
談
合
と
い
う
表
現
は
必
要

だ
っ
た
か
？
」
ま
た
入
札
に
関
し

て
「
事
業
者
名
を
発
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
？
」
等
の
意
見
が
委
員

　
令
和
２
年
第
１
回
３
月
定
例
会
本
会
議
決
議
を
経
て
設
置
さ
れ
た
同
委
員
会
。

「
議
会
の
秩
序
と
モ
ラ
ル
を
議
員
全
員
で
考
え
、
議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
」
と

し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
委
員
会
に
お
け
る
討
論
内
容
の
公
開
企
画
第
２
回
目
。

　
前
号
に
続
き
一
般
質
問
で
の
発
言
を
巡
り
、
質
問
の
在
り
方
や
言
論
・
表
現
の

自
由
等
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
観
点
か
ら
行
財
政
の
質
し
方
を
模
索
し
た
。

中
か
ら
あ
が
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
発
言
そ
の
も
の
は
疑
義
を
質
す

た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
は

な
い
が
、
官
製
談
合
の
言
葉
と
関

連
し
て
一
般
の
業
者
名
を
発
す
る

に
至
っ
た
根
拠
、
つ
ま
り
質
問
趣

旨
を
構
成
す
る
「
確
証
」
に
つ
い

て
こ
れ
を
省
い
た
こ
と
が
一
連
の

見
解
相
違
を
招
い
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
本
会
議
で
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
町
長
は
最
初
の
答
弁
で

「
官
製
談
合
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
、
ど
こ
で
起
き
た
の
か

根
拠
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
発
言

し
て
い
る
。
続
い
て
答
弁
に
立
っ

た
副
町
長
は
、
入
札
が
成
立
し
な

い
理
由
と
し
て
質
さ
れ
た
「
官
製

談
合
の
疑
い
が
つ
い
て
回
る
」
と

の
問
い
に
対
し
て
「
我
々
は
発
注

サ
イ
ド
な
の
で
明
確
な
理
由
と
い

う
の
は
分
か
る
訳
が
な
い
」
と
発

言
し
て
い
る
。
確
証
を
示
さ
な
い

の
で
執
行
部
は
こ
う
い
っ
た
答
弁

に
終
始
す
る
し
、
た
だ
イ
エ
ス
か

ノ
ー
の
回
答
を
欲
す
る
の
な
ら
官

製
談
合
の
言
葉
も
業
者
名
を
発
す

る
こ
と
も
、
そ
の
必
要
性
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
委
員
中

か
ら
懐
疑
的
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　
委
員
長
は
一
連
の
協
議
内
容
を

受
け
て
個
人
名
等
に
か
か
る
発
言

に
つ
い
て
の
考
え
を
諮
っ
た
と
こ

ろ
「
常
識
の
中
で
発
言
す
れ
ば
よ

い
」、「
必
要
が
あ
れ
ば
出
す
」、

「
一
般
の
方
の
社
会
的
信
用
を
失

墜
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
は
控
え
る

べ
き
」
と
の
意
見
の
他
は
今
回
の

よ
う
な
事
柄
や
状
況
に
関
し
て
は

基
本
的
に「
出
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
委
員
長
は

一
定
の
『
議
会
秩
序
』
の
保
持
を

目
途
と
し
て
「
一
般
質
問
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
事
項
を
作
成
し
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
た
い
」
旨
述
べ

正
・
副
委
員
長
で
協
議
し
素
案
を

提
示
す
る
と
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
秩
序
保
持
の
観
点

か
ら
議
会
を
適
正
に
機
能
さ
せ
る

に
は
議
会
運
営
委
員
会
の
権
威
を

高
め
て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
申
し
合
わ
せ
事
項
と
セ
ッ

ト
で
の
機
能
が
期
待
さ
れ
、
次
の

委
員
会
で
案
（
※
左
に
掲
載
）
が

提
出
さ
れ
た
。

〈
以
下
、
次
号
へ
つ
づ
く
〉

【矢掛町議会一般質問申し合わせ事項（案）】
❶一般質問とは議員が町の行財政全般にわたって執行　
　機関に疑問点を質し所信の表明を求めるものである。
　なお、国政、県の事務に関する事項については関連
　状況を十分精査し質問すること。

❷一般質問通告書には、質問事項と具体的且つ詳細な
　質問の要旨を記載すること（質問と答弁の論点が乖
　離しないようにするため）。

❸一般質問において通告以外の質問をしてはならない。
　また関連した質問も同様である。

❹一般質問は言論によるものとし、基本的に資料の使
　用は認めない。ただし、言論で説明しがたいもの、
　特に視覚的な有効性が認められるものについてはこ
　の限りではない。資料の使用にあたっては、通告書
　に資料とその使用許可が客観的に適当と認められう
　る理由書を添え、議長の許可を得るものとする。

❺本会議場の初回の質問は、原稿を作成し、議員はそ
　れによって質問を行うこと。なお、答弁による再質
　問はこの限りではない。

❻同一質問事項に対する質問回数は三回以内とする。

❼議員は質問するにあたり、その内容を十分に調査研
　究し、根拠ある発言をすること。

❽議会は言論の府であるから、議員の発言は保証され
　てはいるが、地方自治法、会議規則、運営の基準等
　に反する発言はしてはならない。
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理
事
直
撃
！

持

続

可

能

な

ふ

る

さ

と

を

創

る

！

観
光
地
経
営
…
や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
果
た
す
機
能
と
は
？

【（
一
財
）
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構
と
の
意
見
交
換
会
】　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

一
般
財
団
法
人
　
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構

　
町
び
と
の
声
を
聞
く
　
─
今
回
の
対
談
は
賑
わ

い
創
出
に
よ
る
交
流
人
口
の
受
け
皿
と
し
て
、
ま

た
我
が
町
の
歴
史
・
文
化
と
観
光
振
興
を
基
幹
と

し
た
『
お
も
て
な
し
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
設
立
さ
れ
た
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構

（
以
下
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
理
事
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、

組
織
概
要
や
活
動
の
現
況
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

協
議
と
提
案
を
行
う
中
で
、
矢
掛
の
観
光
地
経
営

の
未
来
を
探
り
ま
す
〈
収
録
日
／
Ｒ
２
年
７
月
30
日
〉
。

理
事
長	

金
子
晴
彦　

氏

副
理
事
長	

安
達
精
治　

氏

副
理
事
長	

繁
森
良
二　

氏

理　

事	

山
縣
幸
洋　

氏

理　

事	

堀
　

伸
二　

氏

事
務
局
長	

佐
藤
武
宏　

氏

矢
掛
町
議
会
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

土
田
議
長
　
何
か
と
お
忙
し
い
中

ご
出
席
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。

　
や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
町
民
か
ら
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
っ
て

な
に
？
」
と
の
お
声
を
聞
く
。

本
日
の
意
見
交
換
の
内
容
が
議
会

広
報
紙
を
通
じ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
概
要
が

伝
わ
れ
ば
と
考
え
る
。
有
意
義
な

会
と
す
る
た
め
忌
憚
の
な
い
意
見

を
伺
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

金
子
理
事
長
　
こ
の
よ
う
な
会
を

設
営
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
昨
年

度
の
設
立
か
ら
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
来
た
が
ま
だ
ま
だ
活
動

が
表
面
化
し
て
い
な
い
の
で
、
本

会
を
通
じ
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
し
っ
か
り

ア
ピ
ー
ル
し
ご
理
解
を
得
た
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

＊
＊
＊
　
参
加
者
　
＊
＊
＊

Ｄ Ｍ Ｏ（Destination Management Organization）
ディスティネーション　マネジメント　オーガニゼーションディー・エム・オー

＊
前
編
＊

『やかげＤＭＯ』とは…

☞ 正式名称は、一般財団法人矢掛町観光交流推

進機構。平成 31 年４月に理事：６名・評議員：

９名を以て発足。

　矢掛町内の様々な資源を活用し、あらゆる

業種の多様な方々と連携しながら“観光地域

づくり”を行う組織。観光地経営の視点に立

ち、「稼ぐ力」を引き出すと共に、賑わい創

出を推進する中で、「まちへの誇りと愛着」

を醸成する“まちづくり”も進めている。

土 田 議 長金 子 理 事 長
〈やかげDMO〉



18

(18)

花
川
委
員
長
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
ま
ち
づ
く
り
の
機
能
と
し
て
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
町
民
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
意
見
交
換
を
行
う
。
双
方

の
活
発
な
ご

発
言
を
お
願

い
し
た
い
。

ま
ず
観
光
地

経
営
に
お
い
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の

「
稼
ぐ
」
の
概
念
と
は
何
か
？

金
子
理
事
長
　
観
光
で
「
稼
ぐ
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
自

身
ま
だ
見
え
て
な
い
部
分
も
あ

る
が
訪
日
外

国
人
客
に
は

和
菓
子
作
り

や
座
禅
・
習

字
な
ど
こ
う

い
っ
た
「
体
験
」
が
お
金
を
取
れ

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

安
達
副
理
事
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
お
け

る
「
稼
ぐ
」
と
は
『
地
域
の
人
と

一
緒
に
な
っ

て
作
っ
て
い

く
』
と
い
う

意
味
合
い
。

農
業
・
宿
泊

業
、
販
売
・
交
通
、
そ
し
て
地
域

住
民
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
口
減
少
社

会
の
中
で
「
幸
福
度
」
を
上
げ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

繁
森
副
理
事
長
　
私
が
思
う
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
「
稼
ぐ
」
と
は
『
矢
掛
の
町

を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
も
ら
い
足
を

運
ん
で
も
ら
う
か
』
だ
。
矢
掛
に

来
て
も
「
ま
ち
な
か
」
に
来
ら
れ

な
い
方
々
に

向
け
た
展
開

こ
そ
が
今
後

の
「
稼
ぐ
」

と
い
う
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

山
縣
理
事
　
例
え
て
言
え
ば
矢
掛

町
と
い
う
会
社
が
あ
っ
た
と
し
て

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責

任
者
）
で
、

稼
ぐ
の
は
事

業
者
つ
ま
り

社
員
と
い
う

こ
と
。
そ
こ

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
役

割
が
「
稼
ぐ
」
こ
と
と
考
え
る
。

堀
　
理
事
　
大
名
行
列
等
の
単
発

事
業
を
全
体
的
な
ツ
ア
ー
の
よ
う

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。

宿
泊
・
土
産
・
飲
食
・
体
験
・
移
動
手

段
・
見
学
等
、

全
て
を
ま
と

め
て
色
々
な

所
へ
お
金
を

落
と
し
て
も

ら
う
。
そ
の
仕
組
み
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

司
る
こ
と
が
「
稼
ぐ
」
こ
と
だ
。

佐
藤
事
務
局
長
　「
稼
ぐ
」
と
い

う
こ
と
は
持
続
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
事
務
局
と
し
て

は
、
そ
の
上

で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も

「
稼
ぐ
」
こ

と
で
自
立
し

経
営
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

花
川
委
員
長
　「
こ
の
町
は
将
来

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
想

像
の
も
と
に
描
く
未
来
像
は
？

安
達
副
理
事
長
　
今
の
子
供
達
が

自
分
の
ふ
る
さ
と
が
「
矢
掛
」
で

あ
る
と
い
う

こ
と
を
自
信

を
持
っ
て
言

え
る
よ
う
な

「
ま
ち
」
に

す
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
だ
。
そ
の
た

め
に
は
単
町
予
算
を
使
わ
ず
そ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
。

土
田
議
長
　
今
後
も
様
々
な
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
を
自
主
財
源
で
や
ろ

う
と
す
る
と

協
賛
を
得
な

い
と
出
来
な

い
。
そ
れ
に

つ
い
て
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

金
子
理
事
長
　
人
を
呼
び
込
む
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
？
自
分
は

興
味
を
持
つ
か
？
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
が
商
売

等
に
い
か
に

つ
な
が
る
か

と
い
う
こ
と

を
中
々
理
解

し
て
も
ら
え
な
い
現
状
が
あ
る
。

やかげＤＭＯの役割⇨歴史薫る文化の町とい　う特性を活かした “ツーリズム” の開発と交流

目指すものは「旅行業」から『交流文化産業』への　進化⇨地域交流ビジネスを推進する会社（DMC)

発地：多様な旅行者

・広 告 宣 伝
・プロモーション
・情 報 発 信

あらゆる需要喚起

旅行業者・広域の観光関連機関・組織 地域の協働⇨魅力ある “まちづくり” を推進

着地：地域の事業者
〔歴史、文化、宿場町ほか様々な旅の目的〕 〔見学施設、宿泊、食事、物販、体験ほか〕

☆総合的なコンテンツ制作

☆後継人材の募集・育成

☆特産品のブランディング

☆着地型体験商品の開発

農林業者 町行政 商工業者

観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
海
外・

国
内

多様な人・組織の連携

やかげ  ＤＭＯ
矢掛町観光   交流推進機構

商品化   ＆送客
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《
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構
と
の
意
見
交
換
会
〜
【
前
編
】
お
わ
り
→
第
20
号
【
後
編
】
へ
つ
づ
く
》

安
達
副
理
事
長
　
ま
ず
持
続
可
能

な
矢
掛
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
Ｍ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
２
つ
の
意

味
が
あ
り
こ

の
ど
ち
ら
か

を
す
る
。
両

方
は
無
理
だ
。

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
お
金
を
入
れ
て
皆
を
幸
せ
に

す
る
。
一
方
ど
う
や
っ
た
ら
町
へ

来
て
お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う
か

こ
れ
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
観
光

地
経
営
に
携
わ
る
所
以
で
あ
る
。

花
川
委
員
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
理
事
の

立
場
で
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
重
要

な
の
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利

害
関
係
人
）

と
の
協
働
。

色
々
な
行
動

が
ど
う
観
光

振
興
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
か
を
町
内
の
個
人
や

団
体
と
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
。

田
中
委
員
　
こ
の
組
織
を
立
ち
上

げ
た
目
的
の
一
つ
と
し
て
観
光
庁

の
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
へ
の
登
録

が
あ
る
と
議
会
は
説
明
を
受
け
て

い
る
。
こ
れ

を
目
指
す
目

的
と
利
点
は

何
か
？
ま
た

登
録
法
人
に

な
る
見
込
み
は
い
つ
頃
な
の
か
？

金
子
理
事
長
　
５
項
目
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
目
標
値
）
を
ク
リ
ア
す
る
必
要

が
あ
る
。
目
的
は
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
観
光
に
対
す
る
町
全
体
の

ベ
ク
ト
ル
を

同
じ
に
す
る

こ
と
だ
。

国
に
組
織
の

価
値
を
評
価

し
て
も
ら
い
助
成
や
支
援
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
今
の
目
標
だ
。

佐
藤
事
務
局
長
　
観
光
庁
へ
は
候

補
法
人
と
し
て
登
録
。
活
動
実
績

を
積
め
ば
登
録
法
人
と
な
れ
る
が

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
難
し

い
。
こ
れ
が
収
ま
れ
ば
早
い
段
階

で
実
施
し
た

い
。
登
録
法

人
に
な
れ
ば

国
か
ら
の
支

援
が
受
け
易

く
な
る
な
ど
が
利
点
と
い
え
る
。

安
達
副
理
事
長
　
今
後
人
口
増
加

は
望
め
ず
財
源
も
低
減
す
る
中
で

町
民
は
幸
福
で
い
ら
れ
る
の
か
？

ま
ち
お
こ
し
は
農
業
で
行
う
の
か

観
光
で
行
う
の
か
正
解
は
わ
か
ら

な
い
中
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
組
織
が

色
々
と
取
り

組
ん
で
い
る

上
で
、
登
録

法
人
と
し
て

補
助
金
を
受

け
る
必
要
性
は
そ
こ
に
あ
る
。

花
川
委
員
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
置
意
義

や
目
的
が
詳
ら
か
に
な
っ
て
来
た

が
こ
こ
か
ら
は
運
営
・
活
動
等
に

テ
ー
マ
を
移
し
議
論
し
た
い
。

山
縣
理
事
　
行
政
が
運
営
に
携
わ

る
観
光
は
財

源
が
公
金
な

の
で
限
界
が

あ
る
。
そ
の

限
界
を
超
え

る
た
め
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
た
。

安
達
副
理
事
長
　
ア
メ
リ
カ
の
ナ

パ
バ
レ
ー
と
い
う
所
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は

自
主
財
源
の

収
入
構
造
と

し
て
宿
泊
税

や
滞
在
税
を

来
訪
者
か
ら

徴
収
し
て
い
る
。
地
元
特
産
品
を

売
り
に
し
て
稼
ぐ
よ
う
に
な
り
生

産
者
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
目
指
す
運
営
も

そ
こ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

髙
月
委
員
　
観
光
は
広
域
で
連
携

す
る
方
が
よ
り
良
い
対
応
が
で
き

る
の
で
は
？

矢
掛
の
中
で

我
々
町
民
が

誇
れ
る
も
の

を
見
つ
け
な

い
と
何
も
で
き
な
い
の
で
は
？

金
子
理
事
長
　
各
公
民
館
へ
観
光

情
報
シ
ー
ト
作
成
を
依
頼
し
た
。

地
域
の
観
光
資
源
を
発
見
し
て
下

さ
っ
た
方
々
と
の
交
流
で
新
た
に

気
付
く
発
見
も
あ
り
、
全
町
的
に

こ
れ
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

やかげＤＭＯの役割⇨歴史薫る文化の町とい　う特性を活かした “ツーリズム” の開発と交流

目指すものは「旅行業」から『交流文化産業』への　進化⇨地域交流ビジネスを推進する会社（DMC)

発地：多様な旅行者

・広 告 宣 伝
・プロモーション
・情 報 発 信

あらゆる需要喚起

旅行業者・広域の観光関連機関・組織 地域の協働⇨魅力ある “まちづくり” を推進

着地：地域の事業者
〔歴史、文化、宿場町ほか様々な旅の目的〕 〔見学施設、宿泊、食事、物販、体験ほか〕

☆総合的なコンテンツ制作

☆後継人材の募集・育成

☆特産品のブランディング

☆着地型体験商品の開発

農林業者 町行政 商工業者

観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
海
外・

国
内

多様な人・組織の連携

やかげ  ＤＭＯ
矢掛町観光   交流推進機構

商品化   ＆送客
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号

□
編

集
／

矢
掛

町
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会
（
議
会
事
務
局
）

（
役場専用）〒

714-1297 岡
山

県
小

田
郡

矢
掛

町
矢

掛
3018　

☎
0866（

82）1119　
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X 0866（
82）9020

□
発

行
／

矢
掛

町
議

会
　

　
□

発
行

責
任

者
／

矢
掛

町
議

会
議

長
　

土
田

正
雄

(20)

議 会 日 誌

【7月】	 3日	 広報広聴常任委員会
	 9日	 笠岡市・矢掛中学校組合議会
	 	 岡山県西部衛生施設組合議会
	 13日	 小田川河川改修、国道486号整備促進期成会合同要望（県）
	 15日	 小田川河川改修、国道486号整備促進期成会合同要望（中国地方）
	 16日	 広報広聴常任委員会
	 30日	 議会秩序保持特別委員会
	 	 広報広聴常任委員会
	 31日	 議会運営委員会

【8月】	 3日	 産業福祉常任委員会
	 	 議会全員協議会
	 4日	 総務文教常任委員会
	 6日	 令和2年第5回矢掛町議会第3回臨時会
	 	 予算決算常任委員会
	 19日	 議会運営委員会
	 24日	 総務文教常任委員会
	 27日	 広報広聴常任委員会
	 28日	 議会全員協議会

【9月】	 2日	 令和2年第6回矢掛町議会第3回定例会
	 3日	 第3回定例会［一般質問］（8人）
	 4日	 第3回定例会［採決・付託］
	 7日	 総務文教常任委員会
	 	 産業福祉常任委員会
	 8日	 予算決算常任委員会［企業会計］
	 9日	 予算決算常任委員会［一般・特会・産業福祉関係］
	 10日	 予算決算常任委員会［一般・特会・総務文教関係］
	 11日	 予算決算常任委員会［補正予算］
	 	 議会全員協議会
	 15日	 第３回定例会［委員長報告・採決］
	 	 議会運営委員会
	 	 議会全員協議会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
県
内
岡
山
市
・

早
島
町
・
里
庄
町
・
高
梁

市
な
ど
近
隣
市
町
で
み
と

め
ら
れ
、
本
町
の
様
々
な

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
、
ま
た
自
粛
に
よ

っ
て
気
持
ち
も
憂
鬱
…
に

な
り
ま
す
。

　
感
染
症
防
止
対
策
に
関

連
す
る
補
正
予
算
を
審
議

す
る
重
要
な
会
議
・
委
員

会
も
傍
聴
者
の
人
数
制
限

を
行
い
、
三
密
を
防
止
し

検
温
・
マ
ス
ク
着
用
な
ど

身
の
回
り
で
出
来
る
防
疫

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
前
号
か

ら
一
般
質
問
の
記
事
の
フ

ォ
ー
ム
を
読
み
や
す
い
よ

う
に
変
更
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

町
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を

も
っ
て
読
ん
で
戴
け
る
よ

う
、
紙
面
作
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。（

Ｉ
・
Ｋ
）

　
白
い
布
生
地
を
染
め
て
花
び
ら
や

葉
の
型
を
と
り
、
針
金
を
入
れ
接
着

剤
や
テ
ー
プ
で
組
み
合
わ
せ
る
。

　
昭
和
60
年
か
ら
始
め
て
30
余
年
…

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
少
し
休

ん
で
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在

５
名
で
毎
月
１
回
集
ま
っ
て
楽
し
く

活
動
し
て
い
る
。
一
つ
作
る
の
に
も

３
ヵ
月
掛
か
る
。
作
っ
た
も
の
は
自

宅
に
飾
っ
た
り
お
祝
い
と
し
て
贈
呈

す
る
こ
と
も
あ
る
。
贈
ら
れ
た
人
か

ら
「
本
物
と
間
違
え
て
水
を
や
っ
て

い
た
」と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
…

　
想
像
し
て
い
た
も
の
や
納
得
す
る

も
の
が
出
来
た
時
は「
や
っ
た
ぁ
」と

い
う
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

　『
今
は
買
え
ば
何
で
も
あ
る
が
、

も
の
づ
く
り
を
経
験
す
れ
ば
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
実
感
し
、

も
の
に
対
す
る
考
え
方
が
深
く
な
り

ま
す
よ
』
と
代
表
者
の
津
尾
仁
子
さ

ん
は
お
だ
や
か
に
語
ら
れ
た
。

編
集
後
記

アートフラワー倶楽部 さん

三谷地区

　個人や団体を問わず、趣味や文化講座・生
涯学習・ボランティアなど様々なジャンルで
明るく元気に活動されている“町びと”を取
材し、豊かな我が町「やかげ」を紹介します。

町 び と 讃 歌

　

コ
ロ
ナ
禍
で
本
を
読
む

こ
と
が
多
く
な
り
、
山
田

方
谷
の
本
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

山
田
方
谷
（
一
八
〇
五

は
現
代
に
生
き
る
私
達
に

も
大
い
に
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

眼
前
の
課
題
に
私
達
は

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

　

方
谷
は
藩
政
改
革
な
ど

こ
と
を
処
す
る
の
に
「
確

固
た
る
信
念
・
方
針
」
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

翁
の
精
神
の
根
底
に
は

〜
一
八
七
七
）

は
幕
末
の
備
中

松
山
藩
（
現
在

の
岡
山
県
高
梁

市
）
の
執
政
と

け
ば
よ
い
の
か

そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
や
団
体
、
ま

た
個
人
と
し
て

置
か
れ
た
立
場

し
て
傾
い
て
い
た
藩
の
財

政
を
も
の
の
見
事
に
立
て

直
す
と
と
も
に
、
領
民
の

生
活
の
た
め
に
大
き
な
働

き
を
し
ま
し
た
。

（
状
況
）は
異
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
一
度
基
本

に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

『
至
誠
惻
怛
』（
誠
意
を
尽

し
人
を
思
い
や
る
心
）と

い
う
哲
学
が
ど
っ
し
り
と

根
を
下
ろ
し
て
い
た
の
で

す
。
翁
の
思
想
や
生
き
方

こころ音
ね

『
基
本
に
立
ち
返
る
』

髙
月
敏
文

矢
掛
町
議
会

議
　
員

議員閑話


